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1. エコ・リーグって？

運営方針

　1994 年 8 月 15 日に設立した全国の青年環境活動家をネットワークしている団体です。2012 年に
法人格を取得しました。

　エコ・リーグの運営方針は下図に示され、頭文字とを取って「VMP」と呼んでいます。

　エコ・リーグは下図のように組織され、3 事業部 3 プロジェクトを中心に事業を行っています。
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2. 2014 年度理事の役職

3. 2014 年度の成果と課題
◆ 20 周年記念イベントを全国ギャザリングと同日開催し、学生と

OBOG が交流する機会をつくりました。

◆事務局有給職員が不在の中、運営しました。

◆信州、九州で来年度ネットワークイベントを開催する基盤を作りま
した。

◆設立から現在に至るまでのエコ・リーグの歴史をまとめた 20 周年
記念誌を発行しました。

◆ Web サイトを見やすくリニューアルしました。また、Facebook の
更新頻度を上げ、発信力を上げました。

◆ 3 つ目のプロジェクトとして Green IT Labo プロジェクトが誕生し
ました。

◆東北事業部と関西事業部のメンバーが増えました。

　2014 年度理事の役職は以下の通りです。

〈2013 年度 -2014 年度理事キャビネット〉
　佐藤　翼：代表理事
　掛川洋規：副代表理事、全国ギャザリング 2014・20 周年記念イベント担当理事
　吉原和希：副代表理事、編纂委員会担当理事
　平佐賢宗：事務局担当理事
　石田新司：理事

〈2014 年度 -2015 年度理事キャビネット〉
　大谷　広樹：関東事業部担当理事、ecocon2014 担当理事
　平野　愛弥：事務局担当理事、Green IT Labo プロジェクト担当理事、ブランディング
　崎浜　公之：関西事業部担当理事、四国ネットワーク担当
　服部　拓也：CCC プロジェクト担当理事、RRR プロジェクト担当理事
　福田　裕平：東北事業部担当理事
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4. 2014 年度の事業と収支報告
事業テーマ 事業名 担当 事業内容 参加者数

青年を主な対
象とした、環
境問題の解決
を目指すため
のネットワー
クの強化事業

エコ情報交流会 関東事業部 環境活動に興味はあるが、積極的に活動出
来ていない人に、活動家とのマッチング、
交流を行う。

大学生
111 名

econnect2014 関西事業部 環境活動に興味はあるが、積極的に活動出
来ていない人に、活動家とのマッチング、
交流を行う。

大学生
53 名

自主企画ギャザ
リング

東北事業部 自主企画だけを行うギャザリング 28 名

全国ギャザリン
グ 2014

事務局 全国の環境に関心のある青年に対し、合宿
型環境イベントを開催し、ネットワークの
構築を図る。

大学生、
専門学校生、
若手社会人
92 名

EL カフェ 関東事業部 環境に関する講演や勉強会を行う。 17 名

第 12 回 全 国
大 学 生 環 境 活
動 コ ン テ ス ト

（ecocon2014）

事務局 全国の環境活動をしている大学生が活動内
容を発表し、社会人から評価を受けること
で、自らの活動を振り返る。

大学生
約 500 名

関西ギャザリン
グ 2015

関西事業部 関西地域における、若者の環境活動を盛り
上げさせることを目的に、合宿型のイベン
トを行う。

大学生、
若手社会人
80 名

青年を主な対
象とした、環
境問題の解決
を目指すため
の人材育成事
業

スキルアップセ
ミナー５月

関東事業部 「大学生の環境活動を変えろ」エコ・キャ
ンパスづくりを学ぶ勉強会

15 名

「 環 境 」 就 職・
進路相談会

事務局 就職先でも環境に関わりたい人に対して、
どのような環境との関わり方があるかを紹
介する。

大学生
210 名

みちのくギャザ
リング 2015

東北事業部 東北地域における、若者の環境活動を盛り
上げさせることを目的に、合宿型のイベン
トを行う。

大学生、
若手社会人
103 名

環境問題の解
決を目指すた
めの、社会へ
の発信事業

NHK エコパーク 事務局 NHK ホール前のブースにて、来場者に当法
人の活動について紹介し、青年環境活動に
対する興味を持ってもらう。

不特定多数
（NHK ホ ー ル

来場者）
RRR 紛争鉱物勉強
会

RRR プ ロ ジ ェ
クト

小学生を対象に紛争鉱物の勉強会を行う。 小学生 3 名
保護者 2 名

関 東 ギ ャ ザ リ
ング 2015

関東事業部 社 会 に 出 る 前 に で き る 活 動 と は な に か、
ワークショップ形式で考える。

34 名

その他の事業

Campus
Climate
Challenge

CCC プロジェ
クト

大学の気候変動問題への取り組みを調査、
エコ大学ランキングの発表 ( 地球環境基金
助成事業 )

Campus
Climate
Challenge

CCC プロジェ
クト

地球環境を保全しつつ持続が可能な産業や
開発などについて講演

広報委託 事務局 メールマガジン・リーフレット配布などの
広報委託
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特定非営利活動法人エコ・リーグ

（単位：円）

科　　　目

Ⅰ　収入の部

1　会費収入
（1）　普通会員会費収入 122,000 1.3%
（2）　賛助会員会費収入 100,000 1.1%
　合計 222,000 2.5%

2　事業収入
（1）　ネットワーク事業 2,822,821 31.2%
（2）　人材育成事業（マネジメントサポート系） 854,720 9.4%
（3）　人材育成事業（キャリアサポート系） 1,000,000 11.1%
（4）　社会発信事業 425,490 4.7%
（5）　その他 11,880 0.1%
　合計 5,114,911 56.5%

3　寄付金収入 208,566 2.3%

4　助成金・補助金収入 3,500,000 38.7%

5　受取利息 1,113 0.0%

6　雑収入 0 0.0%

　当期収入合計 9,046,590

Ⅱ　支出の部

1　事業費
（1）　ネットワーク事業 2,614,145 26.7%
（2）　人材育成事業（マネジメントサポート系） 793,910 8.1%
（3）　人材育成事業（キャリアサポート系） 248,351 2.5%
（4）　社会発信事業 3,936,280 40.3%
（5）　その他 0 0.0%

7,592,686 77.7%

2　管理費
（1）　給与手当 146,547 1.5%
（2）　法定福利費 0 0.0%
（3）　福利厚生費 0 0.0%
（4）　諸謝金 190,801 2.0%
（5）　旅費交通費 129,183 1.3%
（6）　通信運搬費 121,761 1.2%
（7）　消耗品費 156,461 1.6%
（8）　広報費 0 0.0%
（9）　備品購入費 9,000 0.1%
（10）　印刷製本費 60,400 0.6%
（11）　水道光熱費 0 0.0%
（12）　賃借料 1,042,384 10.7%
（13）　新聞図書費 0 0.0%
（14）　諸会費 14,000 0.1%
（15）　会議費 134,207 1.4%
（16）　保険料 19,000 0.2%
（17）　修繕費 0 0.0%
（18）　租税公課 51,146 0.5%
（19）　減価償却費 0 0.0%
（20）　雑費 110,407 1.1%
　合計 2,185,297 22.3%

　当期支出合計 9,777,983

　当期収支差額 -731,393

　前期繰越収支差額 10,754,142

　次期繰越収支差額 10,022,749

2014年度 収支計算書
自 2014年4月1日　　至 2015年3月31日

金　　　額
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特定非営利活動法人エコ・リーグ

（単位：円）

金　　額

Ⅰ　資産の部

1　流動資産
現金 359,422
預金 8,388,655
未収金 1,059,900
立替金 0
仮払金 0
前払費用 60,291
流動資産合計 9,868,268

2　固定資産
敷金 252,480
ソフトウェア 0
固定資産合計 252,480

資産合計 10,120,748

Ⅱ　負債の部

1　流動負債
未払金 22,662
短期借入金 0
預り金 5,337
前受金 0
未払法人税及び住民税 70,000
未払消費税 0
未払事業税 0
流動負債合計 97,999

負債合計 97,999

Ⅲ　正味財産の部

1　前期繰越正味財産 10,754,142
2　当期正味財産増加額 △ 731,393

正味財産合計 10,022,749

負債及び正味財産合計 9,924,750

2014年度貸借対照表
2015年3月31日現在

科　目　・　摘　要




